好きな 人間 はいない。 

だれでも 知っている とおり、 源 太 は 頼 朝が 秘蔵の 名 

いけず き 

馬 生 食 を 懇望した がて いよく 断られた。 そして その か 

わりに 生 食に は 少し 劣る が、 やはり 稀代の 逸物で ある 

la- るすみ 

磨 墨と いう 名馬 を 与えられた。 源 太 はいつ たん は 失望 

したが、 しかし 生 食が 出て こぬかぎ リ、 味方の 軍勢の 

中に 磨 墨 以上の 名馬 はいない ので、 その 点で は 彼 は 得 

意であった。 

源 太 は ある 日 駿河浮 島 原で 小高い 所に のぼり、 目の 

前 を 行き過ぎる おびただしい 馬の 流れ を 見て いた。 

どの 馬 を 見ても 磨 墨 ほどの 逸物 はいない ので 彼 はす 



される， ，- となく 平気で 天真 を 流露させる， J とので きる 

源 太。 このような 源 太に 対する 讃 嘆の 情 を 私 はどう 説 

明して いい か を 知らない。 

すると そこへ 当の 佐々 木が 出て 来た。 

今まで はた だね たましい だけで あつたが、 佐々 木の 

顔 を 見た とたんに 源 太 は 無性に 腹が立つ てきた。 あれ 

ほど 懇望した のに 御 大将 は 自分に はくれ なかった。 そ 

して、 だれに もやる こと はで きないと 言った その 馬 を 

現に 四郎が やすやすと 手に入れて いるの はいった いど 

うした こと だ。 主君に 対する 恨みと 四郎 に対する 怒リ 

とが ごつ ちゃに なって 燃え 上った。 次第によ つて は 四 



いられない。 

思う に 芸術の 修行 も 要するに 自己 を 鍛練して、 いか 

なる 場合に もぐらつ くことの な い 立派な 余裕 を 築き 上 

げる ことに 尽きる ようで ある。 そして 芸術の 役割と は 

要するに 人々 の 心に 余裕の 世界観 を 植えつ ける こと 以 

外に はなさそう である。 (四月 二十 九日) 

(『新 映画』 昭和 十九 年 六月 号) 
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